8-4-5　道路構造物専門委員会

1. 道路構造物専門委員会の予算

予算：800,000円（アンケート調査費等）
2. 主な活動の記録

(1) 道路構造物専門委員会の開催

専門委員会開催：9回（定例）

各WG開催：随時（照査特別WG，技術資料作成WG，RCCM対応WG，鋼橋設計WG，ソフトウェアWG，道路会社意見交換会WG，建設コスト縮減WG）
(2) 橋梁等の道路構造物に関する設計体系や報酬等に係る検討

橋梁予備設計や詳細設計を対象に、現状における業務遂行上の課題抽出とその改善提案の検討を継続した。また「新業務体系検討WG」の中間資料を専門委員会で議論し、橋梁設計実務の立場から参画委員に意見を伝えた。


(3) 建設コスト縮減推進事例調査への対応

技術委員会の関連専門委員会と協力して18年度に調査した建設コスト縮減推進事例を報告書の形にとりまとめた。当専門委員会は橋梁構造物を担当した。

(4) RCCM登録更新教材の更新
昨年度に引き続き、RCCM登録更新講習のための自主学習・演習用CD-ROM教材を更新した（鋼構造・コンクリート分野等）。
(5) 道路会社との意見交換会のための資料作成
対外活動委員会WGが中心になり、橋梁設計業務に関連した「道路会社との意見交換会」用の資料を作成した。

(6) 構造物設計ソフトウェアに関する調査と課題の整理
橋梁設計を対象に、各社が使用している主な設計ソフトウェアの状況をアンケート調査し、その利用における課題について整理した。
(7) 技術資料「耐久性・保全に配慮した設計事例～最新の補修補強技術」の作成(第1段階)
平成17年度に実施したセミナー『損傷事例からみた橋梁設計へのフィードバック』に引き続き、あらたに技術資料『耐久性・保全に配慮した設計事例～最新の補修補強技術』の作成を企画し事例を収集した。
平成19年9月にはその成果をテキストならびにプレゼンテーション資料としてとりまとめ、協会員を対象としたセミナーを開催する予定である。



(8) 「成果品に関するエラーの事例集」の作成と品質セミナーの開催

技術委員会の関連専門委員会とともに今年度も「照査に関する特別WG」を組織し平成18年度版『成果品に関するエラーの事例集』を作成し、『品質セミナー～エラー防止のために～』を全国9支部で10月に開催した。当専門委員会では橋梁に関する事例収集・テキスト作成・セミナー講師を担当した。

(9) 協会内委員会等への参画と専門委員会としての支援
新業務体系検討WG、契約約款研究会等の協会内活動に専門委員会から委員が参画し、専門委員会での議論を通じてその活動を支援した。
(10) その他の主な活動

1 日本道路協会、土木学会、鋼構造協会等の橋梁関連委員会に協会委員として参加した。

2 設計実務に関する国土交通大学校等への講師派遣を継続した。

3 道路橋関連指針類の改訂に関する意見照会に対し、意見集約のうえ提出した。

3. 次年度の活動について

次年度も以下の活動を継続的に実施する。

1 橋梁等の道路構造物に関する設計体系や報酬、構造設計技術等に係る検討

2 関連専門委員会と連携した成果品の品質確保・向上のための活動
3 継続的な技術資料作成と会員への公開、セミナーの開催
4 各種の対外活動（外部機関委員会への参加等）

5 各種の意見照会やアンケート等への対応
（道路構造物専門委員会委員長  友永　則雄）












